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近隣都県の公衆衛生大学院の入学者等の状況
（*1）

志願者 入学者 充足率 志願者 入学者 充足率 志願者 入学者 充足率

健康科学講座

看護学講座

国際保健学
（*2）

- 9

公立
神奈川県立保健
福祉大学大学院

ヘルスイノベー
ション

博士
（*3）

ヘルスイノ
ベーション

- 2 - - - - - - 5 5 250.0% 250.0%

公衆衛生学

医療マネジメント学

スポーツマネジメント学

帝京大学大学院 公衆衛生学 博士後期 公衆衛生学 - 6 10 8 133.3% 10 9 150.0% 8 7 116.7% 133.3%

聖路加国際大学
大学院

公衆衛生学 博士後期 公衆衛生学 - 3 2 1 33.3% 6 6 200.0% 5 4 133.3% 122.2%

（全体平均） 150.7%

74.5%

173.3%

充足率
平均

*1 本表は、各大学院がホームページで公表しているデータ（一部聞き取り結果）をまとめたものである。
*2 東京大学大学院は、公表データの関係上、２専攻を合わせた数値を記載しており、10月入学分は含まれていない。
*3 神奈川県立保健福祉大学大学院は、2021年度開設。

2019年度 2020年度 2021年度

コース等 入学定員

25

区分 研究科 課程 専攻大学院名

私立

東京大学大学院 医学 博士後期国立

健康マネジメント 後期博士
公衆衛生・ス
ポーツ健康科
学

慶応義塾大学
大学院

7 6 120.0%5

14

240.0%11 8 160.0% 12 12

健康科学・
看護学（*2）

105.9% 76.5% 41.2%41 36 37 26 16
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静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 

社会健康医学専攻（博士後期課程）（仮称）への 

入学意向に関するアンケート調査報告 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
令和３年１２月 

 
一般財団法人 日本開発構想研究所  
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静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 社会健康医学専攻（博士後期課程）(仮称)への 

入学意向に関するアンケート調査報告 

１．調査概要 
（1） 調査目的 

令和5年 4月に予定している静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 社会健康医学専

攻（博士後期課程）（仮称）の開設に向けて、静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 

社会健康医学専攻（博士後期課程）（仮称）（以下、社会健康医学専攻（博士後期課程）とする。）

への入学意向を把握することを目的とする。 

（2） 調査対象者及び調査方法 

調査対象の種別 対象数 調査方法 

① 医師 453 個人宛に送付 

② 本学修士課程科目等履修生 3 

③ 大学の教職員・学生 310 団体等に送付し、在籍の博士後期課程に

進学する可能性のある方に配布 ④ 病院・企業等の職員 685 

⑤ 本学修士課程在学生 19 学内システムを通じて実施 

総計 1,470  

 

社会健康医学専攻（博士後期課程）への進学を検討すると見込まれる、上表の①～⑤を対象に

調査を行った。 

調査方法は下記の通りである。 

 

１）①医師、②本学修士課程科目等履修生 

アンケート用紙及び社会健康医学専攻（博士後期課程）の概要を個人宛に郵送し、調査を

実施した。回答用紙については、回答者から一般財団法人日本開発構想研究所へ直接郵送。 

 

２）③大学の教職員・学生、④病院・企業等の職員 

アンケート用紙及び社会健康医学専攻（博士後期課程）の概要を、大学、病院・企業等の

管理者・採用担当者等に送付し、管理者・採用担当者等から、当該団体等に在籍している博士

後期課程に進学する可能性のある教職員、学生、医療専門職・研究者等に配布し、調査を実施

した。回答用紙については、回答者から一般財団法人日本開発構想研究所へ直接郵送。 

※ウェブでの回答も可能としたが、全て郵送での回答であった。 
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３）⑤本学修士課程在学生 

学内システムを通じ、社会健康医学専攻（博士後期課程）の概要を在学生に示し、アンケ

ート調査を実施した。在学生は、学内システムのウェブアンケートシステムを通じ回答し、回

答データを大学から一般財団法人日本開発構想研究所へ提供。 

 

この結果、156 人から有効回答があった。集計結果より、社会健康医学専攻（博士後期課程）

への入学意向を分析した。 

 

（3） 調査実施期間 

  令和 3 年 10 月～11 月 

 

（4） 有効回収率等 

調査対象者数：1,470 人 

有効回答者数：156 人 

有効回収率：約 10.6%（有効回答者数 156 人 ÷ 調査対象者数 1,470 人） 

 

※静岡社会健康医学大学院大学にて設置を構想している社会健康医学研究科 社会健康医学専攻(博

士後期課程)は仮称であるが、本文中ではその旨の表示を省略した。また大学名、研究科名称につ

いても省略し、単に社会健康医学専攻(博士後期課程)として表記した。 
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２．調査結果 
（1）年齢について 

年齢について調査した結果、回答者 156 人のうち、「30 歳代」が 58 人（37.2%）と最も多く、

次いで「20 歳代」が 51 人（32.7%）、「40 歳代」30 人（19.2%）、「50 歳以上」17 人（10.9%）の

順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）現住所について 

現住所について調査した結果、回答者 156人のうち、「静岡県中部地域」が 67 人（42.9%）と最

も多く、次いで「静岡県西部地域」57 人（36.5%）、「静岡県東部地域」16 人（10.3%）、「東京都」

6人（3.8%）、「その他」6人（3.8%）、「神奈川県」2人（1.3%）、「愛知県」2人（1.3%）の順にな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 20歳代 51             32.7         

2 30歳代 58             37.2         

3 40歳代 30             19.2         

4 50歳以上 17             10.9         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

20歳代

32.7%

30歳代

37.2%

40歳代
19.2%

50歳以上

10.9%

無回答

0.0%

年齢

N = 156

静岡県東部地域
10.3%

静岡県中部地域
42.9%

静岡県西部地域
36.5%

東京都

3.8%

神奈川県

1.3%

愛知県
1.3%

三重県
0.0%

岐阜県

0.0% その他
3.8%

無回答
0.0%

現住所

N = 156

現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 静岡県東部地域 16             10.3         
2 静岡県中部地域 67             42.9         

3 静岡県西部地域 57             36.5         

4 東京都 6               3.8            

5 神奈川県 2               1.3            

6 愛知県 2               1.3            

7 三重県 0               0.0            

8 岐阜県 0               0.0            

9 その他 6               3.8            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          
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（3）医療系の資格について 

 医療系の資格について調査した結果、回答者 156 人のうち、「医師」が81人（51.9%）と最も多

く、次いで「看護師・助産師・保健師」30 人（19.2%）、「なし」24 人（15.4%）、「薬剤師」11 人

（7.1%）、「その他」9 人（5.8%）、「歯科医師」1 人（0.6%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）勤務先について 

 現在の勤務先について調査した結果、回答者 156 人のうち、「医療機関」が 104 人（66.7%）と

最も多く、次いで「教育機関」23 人（14.7%）、「学生」15 人（9.6%）、「一般企業」11 人（7.1%）、

「その他」2 人（1.3%）、「行政機関」1 人（0.6%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療系の資格
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 医師 81             51.9         
2 歯科医師 1               0.6            

3 薬剤師 11             7.1            

4 看護師・助産師・保健師 30             19.2         

5 なし 24             15.4         

6 その他 9               5.8            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

医師

51.9%

歯科医師
0.6%

薬剤師
7.1%

看護師・助産師

・保健師
19.2%

なし
15.4%

その他
5.8%

無回答

0.0%

医療系の資格

N = 156

勤務先
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 医療機関 104          66.7         

2 開業（医療関連） 0               0.0            

3 一般企業 11             7.1            

4 教育機関 23             14.7         

5 行政機関 1               0.6            

6 学生 15             9.6            

7 その他 2               1.3            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

医療機関

66.7%
開業（医療関連）

0.0%

一般企業

7.1%

教育機関
14.7%

行政機関
0.6%

学生
9.6%

その他
1.3%

無回答
0.0%

勤務先

N = 156
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（5）最終学歴について 

 最終学歴について調査した結果、回答者 156 人のうち、「6 年制大学卒業（医・歯・薬）」が 78

人（50.0%）と最も多く、次いで「他大学の博士前期（修士）課程修了（在学中含む）」43 人

（27.6%）、「博士後期課程修了（在学中含む）」14 人（9.0%）、「本学在学中」12 人（7.7%）、「そ

の他」8 人（5.1%）の順になっている。 ※「無回答」1 人（0.6%） 

 

 

 

 

  

最終学歴
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 6年制大学卒業（医・歯・薬） 78               50.0            

2 本学在学中 12               7.7              

3 他大学の博士前期（修士）課程修了（在学中含む） 43               27.6            

4 博士後期課程修了（在学中含む） 14               9.0              

5 その他 8                  5.1              

無回答 1                  0.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 156             100             

6年制大学卒業（医・歯・薬）

50.0%

本学在学中
7.7%

他大学の博士前期（修士）

課程修了（在学中含む）
27.6%

博士後期課程修了（在学中含む）

9.0%

その他

5.1%
無回答
0.6%

最終学歴

N = 156
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（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について 

「（5）最終学歴について」にて「その他」と回答した 8 人と「無回答」1人を除く 147 人に、社

会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について調査した。 

その結果、「関心はない」が 66 人（44.9%）と最も多く、次いで「関心がある」63 人（42.9%）、

「大いに関心がある」18 人（12.2%）となっている。 

なお、「大いに関心がある」、「関心がある」の合計 81 人（55.1%）が社会健康医学専攻（博士

後期課程）に関心を示している。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）社会健康医学専攻（博士後期課程）で関心がある分野について 

「（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について」にて関心を示した 81 人に、関心

がある分野について調査した。 

その結果、「医療ビッグデータ解析学」が 42 人（51.9%）と最も多く、次いで「疫学」28 人

（34.6%）、「ゲノム医学」11 人（13.6%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

  

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに関心がある 18             12.2         

2 関心がある 63             42.9         

3 関心はない 66             44.9         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 147          100          

大いに関心がある
12.2%

関心がある
42.9%

関心はない
44.9%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への関心

N = 147

社会健康医学専攻 (博士後期課程)で関心がある分野
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 疫学 28             34.6         

2 医療ビッグデータ解析学 42             51.9         

3 ゲノム医学 11             13.6         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 81             100          

疫学
34.6%

医療ビッグデータ

解析学
51.9%

ゲノム医学
13.6%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)で
関心がある分野

N = 81
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（8）社会健康医学専攻（博士後期課程）に関心がある理由について 

8-1 関心がある理由（第 1 理由） 

「（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について」にて関心を示した 81 人に、関心

がある理由について調査した。 

その結果、「社会の必要性に合致する研究内容だから」が 15 人（18.5%）と最も多く、次いで

「もともと興味のある研究分野だから」14 人（17.3%）、「新しい視点からの研究ができそうだか

ら」14 人（17.3%）、「博士の学位を取得したいから」11 人（13.6%）、「現在の研究テーマを継続

したいから」9 人（11.1%）、「専門家として高度な知識・技術を身につけられそうだから」9 人

（11.1%）、「キャリアアップに有利だから」6 人（7.4%）、「静岡県内に設置される大学院（博士後

期課程）だから」2 人（2.5%）、「静岡社会健康医学大学院大学に設置される大学院（博士後期課

程）だから」1 人（1.2%）の順になっている。 

 

  
関心がある理由(第1理由)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 現在の研究テーマを継続したいから 9                  11.1            

2 キャリアアップに有利だから 6                  7.4              

3 博士の学位を取得したいから 11               13.6            

4 もともと興味のある研究分野だから 14               17.3            

5 新しい視点からの研究ができそうだから 14               17.3            

6 社会の必要性に合致する研究内容だから 15               18.5            

7 専門家として高度な知識・技術を身につけられそうだから 9                  11.1            

8 静岡社会健康医学大学院大学に設置される大学院（博士後期課程）だから 1                  1.2              

9 静岡県内に設置される大学院（博士後期課程）だから 2                  2.5              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 81               100             

現在の研究テーマを

継続したいから
11.1%

キャリアアップに有利だから
7.4%

博士の学位を

取得したいから

13.6%

もともと興味のある研究分野だから
17.3%

新しい視点からの研究ができそうだから
17.3%

社会の必要性に合致する

研究内容だから
18.5%

専門家として

高度な知識・技術を

身につけられそうだから
11.1%

静岡社会健康医学大学院大学に

設置される大学院

（博士後期課程）だから
1.2%

静岡県内に設置される大学院

（博士後期課程）だから

2.5% 無回答
0.0%

関心がある理由(第1理由)
N = 81
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8-2 関心がある理由（第 2 理由） 

「（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について」にて関心を示した 81 人に、関心

がある理由について調査した。 

その結果、「専門家として高度な知識・技術を身につけられそうだから」が 21 人（25.9%）と最

も多く、次いで「新しい視点からの研究ができそうだから」13 人（16.0%）、「静岡県内に設置さ

れる大学院（博士後期課程）だから」12 人（14.8%）、「社会の必要性に合致する研究内容だか

ら」10 人（12.3%）、「博士の学位を取得したいから」8 人（9.9%）、「もともと興味のある研究分

野だから」6 人（7.4%）、「静岡社会健康医学大学院大学に設置される大学院（博士後期課程）だ

から」4 人（4.9%）、「キャリアアップに有利だから」3 人（3.7%）の順になっている。 ※「無

回答」4 人（4.9%） 

 

 

  
関心がある理由(第2理由)

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 現在の研究テーマを継続したいから 0                  0.0              

2 キャリアアップに有利だから 3                  3.7              

3 博士の学位を取得したいから 8                  9.9              

4 もともと興味のある研究分野だから 6                  7.4              

5 新しい視点からの研究ができそうだから 13               16.0            

6 社会の必要性に合致する研究内容だから 10               12.3            

7 専門家として高度な知識・技術を身につけられそうだから 21               25.9            

8 静岡社会健康医学大学院大学に設置される大学院（博士後期課程）だから 4                  4.9              

9 静岡県内に設置される大学院（博士後期課程）だから 12               14.8            

無回答 4                  4.9              

N （％ﾍﾞｰｽ） 81               100             

現在の研究テーマを継続したいから

0.0%

キャリアアップに有利だから

3.7%

博士の学位を

取得したいから
9.9%

もともと興味のある

研究分野だから
7.4%

新しい視点からの

研究ができそうだから
16.0%

社会の必要性に合致する研究内容だから

12.3%

専門家として

高度な知識・技術を

身につけられそうだから
25.9%

静岡社会健康医学

大学院大学に

設置される大学院

（博士後期課程）だから
4.9%

静岡県内に設置される大学院

（博士後期課程）だから
14.8%

無回答
4.9%

関心がある理由(第2理由)
N = 81
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（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）への受験意向について 

「（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について」にて関心を示した 81 人に、社会

健康医学専攻（博士後期課程）への受験意向について調査した。 

その結果、「将来、必要性を感じた場合に受験したい」が 60 人（74.1%）と最も多く、次いで

「開設時ではないが、2～5 年以内に受験したい」8 人（9.9%）、「開設時に受験したい」7 人

（8.6%）、「受験しない」6 人（7.4%）の順になっている。 

なお、「開設時に受験したい」、「開設時ではないが、2～5 年以内に受験したい」、「将来、必要性

を感じた場合に受験したい」の肯定的な回答を合計すると、75 人（92.6％）となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）社会健康医学専攻（博士後期課程）への入学意向について 

「（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）への受験意向について」にて肯定的な回答を示した 75

人に、社会健康医学専攻（博士後期課程）に合格した場合入学を希望するかについて調査した。 

その結果、「入学を希望する」が 46 人（61.3%）、「併願他大学院の結果によっては入学したい」

が 29 人（38.7%）の順になっている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への受験意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 開設時に受験したい 7               8.6            

開設時ではないが、
2～5年以内に受験したい
将来、必要性を感じた場合に
受験したい

4 受験しない 6               7.4            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 81             100          

2

3

8               9.9            

60             74.1         

開設時に

受験したい

8.6%

開設時

ではないが、

2～5年以内に

受験したい
9.9%

将来、必要性を

感じた場合に

受験したい
74.1%

受験しない

7.4%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への受験意向

N = 81

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学を希望する 46             61.3         

併願他大学院の結果に
よっては入学したい
無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 75             100          

2 29             38.7         

入学を希望する

61.3%

併願他大学院の

結果によっては

入学したい
38.7%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への入学意向

N = 75
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３．調査結果のまとめ 
「（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）への受験意向について」と、「（10）社会健康医学専

攻（博士後期課程）への入学意向について」の調査結果をクロス集計した結果は下表のとおりであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（直近の入学意向について） 

「開設時に受験したい」と回答した 7 人のうち、「入学を希望する」と回答した者は 6 人となり、

社会健康医学専攻（博士後期課程）の入学定員 2 人に対し、3 倍の入学意向を示している。この他

に「併願他大学院の結果によっては入学したい」と回答した者も 1 人いる。 

 

（中期的な入学意向について） 

「開設時ではないが、2～5年以内に受験したい」と回答した 8人のうち、「入学を希望する」と

回答した者は 7 人となり、社会健康医学専攻（博士後期課程）の入学定員 2 人に対し、3.5 倍の入

学意向を示している。この他に「併願他大学院の結果によっては入学したい」と回答した者も 1人

いる。 

 

（長期的な入学意向について） 

「将来、必要性を感じた場合に受験したい」と回答した 60 人のうち、「入学を希望する」と回

答した者は 33 人となり、社会健康医学専攻（博士後期課程）の入学定員 2 人に対し、16.5 倍の入

学意向を示している。この他に「併願他大学院の結果によっては入学したい」と回答した者も 27

人いる。 

  

受験意向 ×入学意向

上段:度数
下段:％

合計
開設時に受験し
たい

開設時ではない
が、2～5年以内
に受験したい

将来、必要性を
感じた場合に受
験したい

75              7                     8                     60                   

100.0         9.3                  10.7                80.0                

46              6                     7                     33                   

100.0         13.0                15.2                71.7                

29              1                     1                     27                   

100.0         3.4                  3.4                  93.1                

全体

入学を希望する

併願他大学院の結
果によっては入学し
たい

入学意向

受験意向
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なお、内部進学の意向を確認するために、修士課程在学生の回答者 17 人の回答データのみで

「（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）への受験意向について」と、「（10）社会健康医学専攻

（博士後期課程）への入学意向について」の調査結果を対象にクロス集計した結果は下表のとおり

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）17 人の回答者のうち、3 人については、「社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心につい

て」にて、「関心がない」と回答しているため、本表の母数は 14 人となる。 

 

 

以上の調査結果と、調査対象以外からの進学も考えられることから、社会健康医学専攻（博士後

期課程）の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修士課程在学生のみ　受験意向 ×入学意向

上段:度数
下段:％

合計
開設時に受験し
たい

開設時ではない
が、2～5年以内
に受験したい

将来、必要性を
感じた場合に受
験したい

14              6                     4                     4                     

100.0         42.9                28.6                28.6                

12              5                     3                     4                     

100.0         41.7                25.0                33.3                

2                1                     1                     0                     

100.0         50.0                50.0                -                      

入学意向

全体

入学を希望する

併願他大学院の結
果によっては入学し
たい

受験意向
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４．補足 
 

アンケート調査時に示した「静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 社会健康医学専

攻（博士後期課程）（仮称）の概要（リーフレット）」について、内容の一部に不備があった。 

 

 

 

誤りがあった点について 

①慶応大学大学院健康マネジメント研究科の「その他」の金額について、カンマの位置が不適切で

あった。 

②帝京大学大学院公衆衛生学研究科の入学金（学外出身者）と、聖路加国際大学大学院公衆衛生学

研究科の入学金が入違っていた。 

 

個別の記載に誤記載はあったが、合計である初年度学費の記載は正しかった。 
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調査票 
 

 

 

  

 
13

－学生確保（資料）－16－



 

 

 

 

 

 

 

【回答欄】 

入学意向用 
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計画概要

16

－学生確保（資料）－19－



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静岡社会健康医学大学院大学 

 社会健康医学研究科 社会健康医学専攻 博士後期課程（ 仮称）  

■ 開設時期 令和５ 年（ 2023年） ４ 月 

■ 修業年限 ３ 年 

■ 入学定員 ２ 人 

■ 取得学位 博士（ 社会健康医学）  

※英訳名称 Doctor of Philosophy in Public Health（ Ph.D）  

■ 養成する人材像 

公衆衛生学のコ ア５ 領域はも と より 、最新の生命科学や情報解析学など関連領域の学識を基

本に、社会が必要と するエビデンスの導出と その社会実装を通じ て広く 人々の健康に貢献で

きる能力を身につけた研究者を育成し ます。  

 

設置構想中 
研

究

科

の

概

要 

※ 本 紙 の 内 容 は 構 想 中 の も の で あ り 、 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す 。  

 

研

究

科

の

教

育

内

容

と

特

色 

基礎科目 
社会健康医学の最先端で研究を牽引し ている様々な研究者を招き 、研究の内容や成果、

社会実装に対する取り 組みなどについて実践的に学ぶ。  

 

特別演習科目 

社会健康医学の課題解決に向けて科学的に適切な研究計画を作成し 、 計画に沿っ て具

体的に研究を進め、成果を取り まと めて発表するための能力を涵養するこ と を目的に、

論文抄録、 研究成果の中間発表と 討議、 特別講演などで組成する。  

 

特別研究科目 
社会健康医学における具体的な課題を自ら 設定し 、 当該領域の学術的発展に寄与する

と と も に実践的な課題解決に向けた方策の提案にも 貢献する研究を 行う 。  

（ ※本学修士課程を修了せず、 かつ他大学院において相当科目を学修し ていない者には、 修士課程の一部の科目履修を 推奨）  

 

● 公衆衛生コ ア５ 領域を基盤に、 ゲノ ム医学や医療ビッ グデータ 解析などの新たな学術領域を 加えた、 幅広い学識の修得 

● 静岡県民220万人８ 年分の健診、 医療・ 介護レ セプト データ や静岡県内２ 万人規模の地域住民コ ホート など

県・ 市町と 連携し た多様な研究フ ィ ールド を展開 

● 豊富な研究実績を 持つ教員による少人数制のサポート  

● 社会人学生の通学にも 配慮し た土曜日の授業科目 

 

修
了
後
の
進
路 

● アカ デミ アで社会健康医学を考究すると と も に、 後進の育成に携わる教育研究者 

● 国や地方自治体において行政施策の立案に必要なエビデンスの導出や施策の社会実装に資する研究者 

● 医療機関において臨床医療に携わり つつも その環境を 活かし て最先端の社会健康医学に取り 組む医師等に代表さ

れる臨床研究者 

● 企業において臨床・ 予防医療に資する薬剤、 製品、 サービスの開発と 社会実装に資する研究者 

【

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

の

内

容

】 

【

教

育

の

特

色

】 
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大学名・ 研究科名 入学金 授業料 その他 初年度学費 

静岡社会健康医学大学院大学 

社会健康医学研究科 

県内居住者 

県外居住者 

141,000 

366,600 

535,800 ― 県内居住者 

県外居住者 

676,800 

902,400 

神奈川県立保健福祉大学大学院 

ヘルスイ ノ ベーショ ン研究科 

県内居住者 

県外居住者 

282,000 

564,000 

535,800 ― 県内居住者 

県外居住者 

817,800 

1,099,800 

東京大学大学院 

医学系研究科 
 282,000 520,800 ―  802,800 

慶應義塾大学大学院 

健康マネジメ ント 研究科 
 ― 660,000 706,00  730,600 

帝京大学大学院 

公衆衛生学研究科 

学内出身者 

学外出身者 

204,000 

400,000 
795,600 208,340 

学内出身者 

学外出身者 

1,207,940 

1,309,940 

聖路加国際大学大学院 

公衆衛生学研究科 
 306,000 1,200,000 300,000  1,900,000 

※本学の博士後期課程の学費は予定です。  

※本学の博士前期（ 修士） 課程修了見込みの方で、 博士後期課程に進学する方については入学金不要です。  

※他大学院の学費は各大学のホームページ掲載情報に基づき ます。（ 令和 3 年 4 月時点）  

※その他、 諸会費が必要な場合があり ます。  

 
 

受

験

資

格 

主に、 次のいずれかに該当する方が対象です。  

● 修士の学位や専門職学位を 有する者、 又は入学前年度末までに取得見込みの者 

● 大学等を 卒業し 、 大学、 研究所等において2年以上研究に従事し た者で、 大学院において修士の学位を 有

する者と 同等の学力がある と 認めた者 

● 本学において、 個別の入学資格審査により 修士の学位を 有する者と 同等以上の学力があると 認めた者で、

入学の年度当初において24歳に達し た者（ 例： ６ 年制大学の卒業者等）  

初

年

度

学

費

（

他

の

大

学

院

を

含

む

） 
 

ア

ク

セ

ス 

【 お問い合わせ先】  

 〒420-0881 静岡県静岡市葵区北安東４ 丁目27番２ 号 

静岡社会健康医学大学院大学 教務課 

TEL： 054-295-5401 E-mail： kyomu@ s-sph.ac.jp HP： https://s-sph.ac.jp  

 

本学ホームページ 

（ 単位： 円）  

公共交通機関を ご利用の場合 

JR静岡駅より バスで約25分 

① 上足洗線「 北安東四丁目」（ 徒歩１ 分）  

② 唐瀬線「 県立総合病院入口」（ 徒歩約７ 分）  

 ③ 県立病院高松線「 県立総合病院」（ 徒歩約５ 分）  

④ 大浜麻機線「 北安東三丁目」（ 徒歩約５ 分）  

 

車をご利用の場合 

国道１ 号静清バイ パス「 唐瀬IC」 から 約３ 分 

新東名高速道路「 新静岡IC」 から 約15分 

東名高速道道路「 清水 IC」 から 約 20 分、「 静岡 IC」 から 約 25 分 

※学生は、 大学敷地内に駐車可能です。（ 無料）  
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単純集計表 
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年齢
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 20歳代 51             32.7         

2 30歳代 58             37.2         

3 40歳代 30             19.2         

4 50歳以上 17             10.9         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

20歳代
32.7%

30歳代
37.2%

40歳代

19.2%

50歳以上
10.9%

無回答
0.0%

年齢

N = 156

現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 静岡県東部地域 16             10.3         

2 静岡県中部地域 67             42.9         

3 静岡県西部地域 57             36.5         

4 東京都 6               3.8            

5 神奈川県 2               1.3            

6 愛知県 2               1.3            

7 三重県 0               0.0            

8 岐阜県 0               0.0            

9 その他 6               3.8            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

静岡県東部地域

10.3%

静岡県中部地域
42.9%

静岡県西部地域
36.5%

東京都
3.8%

神奈川県
1.3%

愛知県

1.3%

三重県

0.0%
岐阜県
0.0% その他

3.8%

無回答
0.0%

現住所

N = 156
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医療系の資格
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 医師 81             51.9         

2 歯科医師 1               0.6            

3 薬剤師 11             7.1            

4 看護師・助産師・保健師 30             19.2         

5 なし 24             15.4         

6 その他 9               5.8            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

医師
51.9%

歯科医師

0.6%
薬剤師
7.1%

看護師・助産師

・保健師
19.2%

なし
15.4%

その他
5.8%

無回答
0.0%

医療系の資格

N = 156

勤務先
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 医療機関 104          66.7         

2 開業（医療関連） 0               0.0            

3 一般企業 11             7.1            

4 教育機関 23             14.7         

5 行政機関 1               0.6            

6 学生 15             9.6            

7 その他 2               1.3            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 156          100          

医療機関
66.7%

開業（医療関連）

0.0%

一般企業

7.1%

教育機関

14.7%

行政機関

0.6%

学生
9.6%

その他
1.3%

無回答
0.0%

勤務先

N = 156
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最終学歴
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 6年制大学卒業（医・歯・薬） 78               50.0            

2 本学在学中 12               7.7              

3 他大学の博士前期（修士）課程修了（在学中含む） 43               27.6            

4 博士後期課程修了（在学中含む） 14               9.0              

5 その他 8                  5.1              

無回答 1                  0.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 156             100             

6年制大学卒業（医・歯・薬）
50.0%

本学在学中
7.7%

他大学の博士前期（修士）

課程修了（在学中含む）
27.6%

博士後期課程修了（在学中含む）
9.0%

その他
5.1%

無回答

0.6%

最終学歴

N = 156
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社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに関心がある 18             12.2         

2 関心がある 63             42.9         

3 関心はない 66             44.9         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 147          100          

大いに関心がある
12.2%

関心がある
42.9%

関心はない

44.9%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への関心

N = 147

社会健康医学専攻 (博士後期課程)で関心がある分野
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 疫学 28             34.6         

2 医療ビッグデータ解析学 42             51.9         

3 ゲノム医学 11             13.6         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 81             100          

疫学
34.6%

医療ビッグデータ

解析学

51.9%

ゲノム医学
13.6%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)で
関心がある分野

N = 81
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関心がある理由(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 現在の研究テーマを継続したいから 9                  11.1            

2 キャリアアップに有利だから 6                  7.4              

3 博士の学位を取得したいから 11               13.6            

4 もともと興味のある研究分野だから 14               17.3            

5 新しい視点からの研究ができそうだから 14               17.3            

6 社会の必要性に合致する研究内容だから 15               18.5            

7 専門家として高度な知識・技術を身につけられそうだから 9                  11.1            

8 静岡社会健康医学大学院大学に設置される大学院（博士後期課程）だから 1                  1.2              

9 静岡県内に設置される大学院（博士後期課程）だから 2                  2.5              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 81               100             

現在の研究テーマを

継続したいから
11.1%

キャリアアップに有利だから
7.4%

博士の学位を

取得したいから

13.6%

もともと興味のある研究分野だから
17.3%

新しい視点からの研究ができそうだから
17.3%

社会の必要性に合致する

研究内容だから
18.5%

専門家として

高度な知識・技術を

身につけられそうだから
11.1%

静岡社会健康医学大学院大学に

設置される大学院

（博士後期課程）だから
1.2%

静岡県内に設置される大学院

（博士後期課程）だから

2.5% 無回答
0.0%

関心がある理由(第1理由)
N = 81
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関心がある理由(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 現在の研究テーマを継続したいから 0                  0.0              

2 キャリアアップに有利だから 3                  3.7              

3 博士の学位を取得したいから 8                  9.9              

4 もともと興味のある研究分野だから 6                  7.4              

5 新しい視点からの研究ができそうだから 13               16.0            

6 社会の必要性に合致する研究内容だから 10               12.3            

7 専門家として高度な知識・技術を身につけられそうだから 21               25.9            

8 静岡社会健康医学大学院大学に設置される大学院（博士後期課程）だから 4                  4.9              

9 静岡県内に設置される大学院（博士後期課程）だから 12               14.8            

無回答 4                  4.9              

N （％ﾍﾞｰｽ） 81               100             

現在の研究テーマを継続したいから

0.0%

キャリアアップに有利だから
3.7%

博士の学位を

取得したいから
9.9%

もともと興味のある

研究分野だから

7.4%

新しい視点からの

研究ができそうだから

16.0%

社会の必要性に合致する研究内容だから
12.3%

専門家として

高度な知識・技術を

身につけられそうだから
25.9%

静岡社会健康医学

大学院大学に

設置される大学院

（博士後期課程）だから
4.9%

静岡県内に設置される大学院

（博士後期課程）だから

14.8%

無回答
4.9%

関心がある理由(第2理由)
N = 81
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社会健康医学専攻 (博士後期課程)への受験意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 開設時に受験したい 7               8.6            

開設時ではないが、
2～5年以内に受験したい
将来、必要性を感じた場合に
受験したい

4 受験しない 6               7.4            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 81             100          

2

3

8               9.9            

60             74.1         

開設時に

受験したい

8.6%

開設時

ではないが、

2～5年以内に

受験したい
9.9%

将来、必要性を

感じた場合に

受験したい
74.1%

受験しない

7.4%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への受験意向
N = 81

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学を希望する 46             61.3         

併願他大学院の結果に
よっては入学したい
無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 75             100          

2 29             38.7         

入学を希望する
61.3%

併願他大学院の

結果によっては

入学したい
38.7%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への入学意向
N = 75
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近隣都県の公衆衛生大学院の学生納付金 

（単位：円） 

大学名・研究科名 
入学金 

（Ａ） 

授業料 

（Ｂ） 

その他 

（Ｃ） 

初年度学費 

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 

静岡社会健康医学大学院大学 

社会健康医学研究科 

県内の者 

県外の者 

141,000 

366,600 
535,800 － 

676,800 

902,400 

東京大学大学院 医学系研究科 282,000 520,800 － 802,800 

神奈川県立保健福祉大学大学院 

ヘルスイノベーション研究科 

県内居住者 

県外居住者 

282,000 

564,000 
535,800 － 

817,800 

1,099,800 

慶應義塾大学大学院 

健康マネジメント研究科 
－ 660,000 70,600 730,600 

帝京大学大学院 

公衆衛生学研究科 

学内出身者 

学外出身者 

204,000 

306,000 
795,600 208,340 

1,207,940 

1,309,940 

聖路加国際大学大学院 

公衆衛生学研究科 
400,000 1,200,000 300,000 1,900,000 

【参考】 

静岡県立大学大学院 

県内の者 

県外の者 

141,000 

366,600 
535,800 － 

676,800 

902,400 

＊2021 年度時点の博士後期課程の初年度の学生納付金 
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静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 

社会健康医学専攻（博士後期課程）（仮称）の修了者に対する 

採用意向に関するアンケート調査報告 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

令和３年１２月 

 
一般財団法人 日本開発構想研究所 
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静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 社会健康医学専攻（博士後期課程）（仮称）の 

修了者に対する採用意向に関するアンケート調査報告 

１．調査概要 
（1） 調査目的 

令和 5 年 4 月に予定している静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 社会健

康医学専攻（博士後期課程）（仮称）の開設に向けて、修了者の就職が見込まれる静岡県及

び近隣都県（東京都、神奈川県、岐阜県、愛知県、三重県）に所在する団体等の代表者・

採用担当者等にアンケートを実施し、静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 

社会健康医学専攻（博士後期課程）（仮称）（以下、社会健康医学専攻（博士後期課程）と

する。）の修了者に対する団体等の採用意向を把握することを目的とする。 

 

（2） 調査対象 

社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の就職が見込まれる病院、大学、企業等 116

団体等の代表者・採用担当者等にアンケートを実施。 

 

（3） 調査方法 

社会健康医学専攻（博士後期課程）の修了者の就職が見込まれる病院、大学、企業等116

団体等の代表者・採用担当者等にアンケート用紙及び社会健康医学専攻（博士後期課程）

の概要を示したリーフレットを送付し、アンケートを実施した。回答用紙は病院、大学、

企業等から一般財団法人日本開発構想研究所へ直接郵送。一部の回答者については、静岡

社会健康医学大学院に FAX、メール等により回答を送付し、大学がとりまとめ、日本開発

構想研究所に提供した。 

その結果、29 件の有効回答を得た。集計結果より、社会健康医学専攻（博士後期課程）

の修了者に対する採用意向を分析した。 

 

（4） 調査実施期間 

令和 3 年 10 月～令和 3年 12 月 

 

（5） 有効回収率等 

 調査対象数：116 件 

 有効回答数：29 件 

 有効回収率：25.0%（有効回答 29 件 ÷ 調査対象 116 件） 

 

※静岡社会健康医学大学院大学にて設置を構想している社会健康医学研究科 社会健康医学専攻

（博士後期課程）は仮称であるが、本文中ではその旨の表示を省略した。また、大学名 研究科

名称についても省略し、単に社会健康医学専攻（博士後期課程）として表記した。 
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２．調査結果

（1）団体等の種別について 

団体等の種別について調査した結果、回答のあった団体等 29 件のうち、「病院・医療機

関」が 17 件（58.6%）と最も多く、次いで「企業」9 件（31.0%）、「大学」2 件（6.9%）、

「その他」1 件（3.4％）の順になっている。 

 

 

 

（2）団体等の所在地について 

団体等の所在地について調査した結果、回答のあった団体等 29 件のうち、「静岡県西部

地域」が10件（34.5%）と最も多く、次いで「静岡県中部地域」7件（24.1%）、「東京都」

5 件（17.2%）、「静岡県東部地域」4件（13.8%）、「その他」3件（10.3%）の順になってい

る。

 

 

 

 

 

 

 

団体等の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 病院・医療機関 17   58.6   

2 大学 2   6.9  

3 企業 9   31.0   

4 その他 1   3.4  

無回答 0   0.0  

N （％ﾍﾞｰｽ） 29   100  病院・医療機関
58.6%

大学
6.9%

企業
31.0%

その他
3.4% 無回答

0.0%

団体等の種別

N = 29

団体等の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 静岡県東部地域 4   13.8   

2 静岡県中部地域 7   24.1   

3 静岡県西部地域 10   34.5   

4 東京都 5   17.2   

5 神奈川県 0   0.0  

6 岐阜県 0   0.0  

7 愛知県 0   0.0  

8 三重県 0   0.0  

9 その他 3   10.3   

無回答 0   0.0  

N （％ﾍﾞｰｽ） 29   100  

静岡県

東部地域
13.8%

静岡県

中部地域

24.1%静岡県西部地域

34.5%

東京都

17.2%

神奈川県
0.0%

岐阜県
0.0%

愛知県

0.0%

三重県
0.0% その他

10.3% 無回答
0.0%

団体等の所在地

N = 29
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（3）今年度（令和 3 年 4 月入社）の大学院（博士後期課程）修了者の採用人数について 

今年度（令和 3 年 4 月入社）の大学院（博士後期課程）修了者の採用人数について調査

した結果、回答のあった団体等 29 件のうち、「今年度は採用していないが、過去には採用

した実績がある」が 13 件（44.8%）と最も多く、次いで「1～2 名採用した」10 件

（34.5%）、「3 名以上採用した」6 件（20.7%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今年度(令和３年４月入社)の大学院(博士後期課程)修了者の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1～2名採用した 10               34.5            

2 3名以上採用した 6                  20.7            

3 今年度は採用していないが、過去には採用した実績がある 13               44.8            

4 今年度は採用しておらず、過去にも採用した実績はない 0                  0.0              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 29               100             

1～2名採用した
34.5%

3名以上採用した
20.7%

今年度は採用していないが、

過去には採用した実績がある
44.8%

今年度は採用しておらず、

過去にも採用した実績はない
0.0%

無回答

0.0%

今年度(令和３年４月入社)の大学院(博士後期課程)修了者の

採用人数

N = 29
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（4）大学院（博士後期課程）修了者の採用理由について 

4-1 大学院（博士後期課程）修了者の採用理由（第 1 位） 

 大学院（博士後期課程）修了者を採用した理由について調査した結果、回答のあった団

体等 29 件のうち、「先端的な知識・技術を身につけていることが期待できそうだから」が

11 件（37.9%）と最も多く、次いで「博士の学位を保有している人材が適材と思われる仕

事があるから」10 件（34.5%）、「その他」5 件（17.2%）、「研究能力が期待できそうだから」

3 件（10.3%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第1位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 博士の学位を保有している人材が適材と思われる仕事があるから 10               34.5            

2 先端的な知識・技術を身につけていることが期待できそうだから 11               37.9            

3 企画・指導能力が期待できそうだから 0                  0.0              

4 新たな分野の人材として期待できそうだから 0                  0.0              

5 研究能力が期待できそうだから 3                  10.3            

6 その他 5                  17.2            

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 29               100             

博士の学位を保有している人材が

適材と思われる仕事があるから

34.5%

先端的な知識・技術を

身につけていることが

期待できそうだから
37.9%

企画・指導能力が

期待できそうだから
0.0%

新たな分野の人材として

期待できそうだから
0.0%

研究能力が

期待できそうだから

10.3%

その他
17.2%

無回答
0.0%

大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第1位)
N = 29

 
4

－学生確保（資料）－43－



4-2 大学院（博士後期課程）修了者の採用理由（第 2 位） 

 大学院（博士後期課程）修了者を採用した理由について調査した結果、回答のあった団

体等 29 件のうち、「先端的な知識・技術を身につけていることが期待できそうだから」及

び「研究能力が期待できそうだから」がそれぞれ 9 件（31.0%）と最も多く、次いで「企

画・指導能力が期待できそうだから」4 件（13.8%）、「博士の学位を保有している人材が適

材と思われる仕事があるから」2 件（6.9%）、「新たな分野の人材として期待できそうだか

ら」2 件（6.9%）の順になっている。 ※「無回答」3 件（10.3%） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第2位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 博士の学位を保有している人材が適材と思われる仕事があるから 2                  6.9              

2 先端的な知識・技術を身につけていることが期待できそうだから 9                  31.0            

3 企画・指導能力が期待できそうだから 4                  13.8            

4 新たな分野の人材として期待できそうだから 2                  6.9              

5 研究能力が期待できそうだから 9                  31.0            

6 その他 0                  0.0              

無回答 3                  10.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 29               100             

博士の学位を保有している人材が

適材と思われる仕事があるから
6.9%

先端的な知識・技術を

身につけていることが

期待できそうだから
31.0%

企画・指導能力が

期待できそうだから
13.8%

新たな分野の人材として

期待できそうだから
6.9%

研究能力が期待できそうだから

31.0%

その他

0.0%

無回答
10.3%

大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第2位)
N = 29
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（5）大学院（博士後期課程）修了者の今後の採用方針について 

大学院（博士後期課程）修了者の今後の採用方針について調査した結果、回答のあった

団体等 29 件のうち、「採用を検討したい」が 15 件（51.7%）と最も多く、次いで「積極的

に採用したい」11 件（37.9%）、「採用は考えない」1 件（3.4%）の順になっている。 

 ※「無回答」2 件（6.9%） 

 なお、「積極的に採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合計すると、26件

（89.7％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について 

「（5）大学院（博士後期課程）修了者の今後の採用方針について」で肯定的な回答をした

団体等 26 件に、社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について調査した。 

 その結果、「関心がある」が 12 件（46.2%）と最も多く、次いで「大いに関心がある」9

件（34.6%）、「関心はない」5 件（19.2％）の順になっている。 

 なお、「大いに関心がある」、「関心がある」の合計 21 件（80.8%）が社会健康医学専攻

（博士後期課程）に関心を示している。 

 

 

 

 

 

  

大学院 (博士後期課程)修了者の今後の採用方針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 積極的に採用したい 11             37.9         

2 採用を検討したい 15             51.7         

3 採用は考えない 1               3.4            

無回答 2               6.9            

N （％ﾍﾞｰｽ） 29             100          

積極的に

採用したい

37.9%

採用を

検討したい
51.7%

採用は考えない

3.4%

無回答

6.9%

大学院 (博士後期課程)修了者の

今後の採用方針
N = 29

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに関心がある 9               34.6         

2 関心がある 12             46.2         

3 関心はない 5               19.2         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 26             100          

大いに関心がある

34.6%

関心がある

46.2%

関心はない

19.2%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への関心
N = 26
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（7）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心の理由について 

「（6）社会健康医学専攻（博士後期課程）への関心について」にて社会健康医学専攻

（博士後期課程）に関心を示した 21 件に、関心の理由について調査した。 

その結果、「高度な専門的知識・能力を持つ人材が必要だから」が13件（61.9%）と最も

多く、次いで「社会・地域において不足している分野であり、求められる分野だから」4 件

（19.0%）、「貴団体等に必要な研究分野だから」3 件（14.3％）、「その他」1 件（4.8％）の

順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心の理由
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 貴団体等に必要な研究分野だから 3                  14.3            

2 高度な専門的知識・能力を持つ人材が必要だから 13               61.9            

3 社会・地域において不足している分野であり、求められる分野だから 4                  19.0            

4 その他 1                  4.8              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 21               100             

貴団体等に必要な

研究分野だから
14.3%

高度な専門的知識・能力を

持つ人材が必要だから
61.9%

社会・地域において

不足している分野であり、

求められる分野だから
19.0%

その他

4.8%
無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心の理由

N = 21
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（8）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の社会的必要性について 

 社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の社会的必要性について調査した結果、「ある

程度必要だと思う」が 12 件（57.1%）と最も多く、次いで「とても必要だと思う」8 件

（38.1%）、「あまり必要だと思わない」1 件（4.8％）の順になっている。 

 なお、「とても必要だと思う」、「ある程度必要だと思う」の肯定的な回答を合計すると、

20 件（95.2%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用意向について 

「（8）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の社会的必要性について」で肯定的な回

答をした 20 件に、社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用意向について調査した。 

その結果、「採用を検討したい」が12件（60.0%）と最も多く、次いで「積極的に採用し

たい」7件（35.0%）、「採用は考えない」1 件（5.0%）の順になっている。 

なお、「積極的に採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合計すると 19 件

（95.0%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会健康医学専攻 (博士後期課程)修了者の採用意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 積極的に採用したい 7               35.0         

2 採用を検討したい 12             60.0         

3 採用は考えない 1               5.0            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 20             100          積極的に

採用したい
35.0%

採用を検討したい
60.0%

採用は考えない
5.0%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
修了者の採用意向

N = 20

社会健康医学専攻 (博士後期課程)修了者の社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 とても必要だと思う 8               38.1         

2 ある程度必要だと思う 12             57.1         

3 あまり必要だと思わない 1               4.8            

4 まったく必要だと思わない 0               0.0            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 21             100          
とても

必要だと思う

38.1%

ある程度

必要だと思う

57.1%

あまり必要だと

思わない
4.8%

まったく必要だと

思わない
0.0% 無回答

0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
修了者の社会的必要性

N = 21
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（10）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用人数について 

「（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用意向について」にて肯定的な採

用意向を示した 19 件に、社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の将来的な採用人数に

ついて調査した。 

その結果、「人数は未確定」が 15 件（78.9%）と最も多く、次いで「1 人」4 件（21.1%）

の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）社会健康医学専攻（博士後期課程）への従業員・職員の入学奨励について 

「（8）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の社会的必要性について」で肯定的な

回答をした 20 件に、従業員・職員側から社会健康医学専攻（博士後期課程）で学びたい

（学費は職員の自己負担として）と申し入れがあった場合の入学奨励について調査した。 

その結果、「条件が合えば認める」が 11 件（55.0%）と最も多く、次いで「認める」7 件

（35.0%）、「その他」2 件（10.0%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会健康医学専攻 (博士後期課程)修了者の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 １人 4               21.1         

2 ２人 0               0.0            

3 ３人以上 0               0.0            

4 人数は未確定 15             78.9         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 19             100          

１人
21.1%

２人

0.0%

３人以上

0.0%人数は未確定

78.9%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
修了者の採用人数

N = 19

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への
従業員・職員の入学奨励

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 認める 7               35.0         

2 条件が合えば認める 11             55.0         

3 認めない 0               0.0            

4 その他 2               10.0         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 20             100          

認める

35.0%

条件が合えば認める
55.0%

認めない
0.0%

その他
10.0%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への

従業員・職員の入学奨励
N = 20
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（12）従業員・職員の学位取得等支援制度について 

 「（8）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の社会的必要性について」で肯定的な

回答をした 20 件に、従業員・職員の学位取得等について支援を行う制度の有無について調

査した。 

 その結果、「働きながら就学する場合、学費の全額または一部を雇用主が負担する制度が

ある」が7件（35.0%）と最も多く、次いで「制度はないが、個別判断で従業員・職員の学

位取得等を支援している」6 件（30.0%）、「有給休暇は与えないが、従業員・職員が望めば、

休職等で籍を残したまま派遣する制度がある」3 件（15.0%）、「学費の補助はないが、働き

ながら学びやすいように職務上の調整を行う制度がある」2 件（10.0%）、「有給休暇を与え、

かつ学費等を雇用主が負担し、業務として派遣する制度がある」1 件（5.0%）、「その他」1

件（5.0%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

有給休暇を与え、

かつ学費等を雇用主が負担し、

業務として派遣する制度がある
5.0%

有給休暇は与えないが、

従業員・職員が望めば、

休職等で籍を残したまま

派遣する制度がある

15.0%

働きながら就学する場合、

学費の全額または一部を

雇用主が負担する制度がある
35.0%

学費の補助はないが、

働きながら学びやすいように

職務上の調整を行う制度がある
10.0%

制度はないが、

個別判断で従業員・職員の

学位取得等を支援している
30.0%

その他
5.0%

無回答

0.0%

従業員・職員の学位取得等支援制度

N = 20

従業員・職員の学位取得等支援制度
№ カテゴリ 件数 (全体)%

有給休暇を与え、かつ学費等を雇用主が負担し、業務として派遣する
制度がある
有給休暇は与えないが、従業員・職員が望めば、休職等で籍を残したまま
派遣する制度がある

3 働きながら就学する場合、学費の全額または一部を雇用主が負担する制度がある 7                  35.0            

学費の補助はないが、働きながら学びやすいように職務上の調整を行う
制度がある

5 制度はないが、個別判断で従業員・職員の学位取得等を支援している 6                  30.0            

6 その他 1                  5.0              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 20               100             

2

4

1                  

3                  

2                  

5.0              

15.0            

10.0            

1
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３．調査結果のまとめ 

社会健康医学専攻（博士後期課程）の修了者に対する将来的な採用意向人数の集計にあ

たっては、「（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用意向について」の肯定的

な回答数と、「（10）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用人数について」の将

来的な採用人数の各選択肢（「1人」、「2人」、「3人以上」、「人数は未確定（※）」）を乗じ、

これを合計し、算出した。 

※「3 人以上」は最低数である「3 人」として計算した。 

「人数は未確定」とは、「（9）社会健康医学専攻（博士後期課程）修了者の採用意向につい

て」にて、「積極的に採用したい」、「採用を検討したい」と回答し将来的な採用意向は示す

が、アンケートの時点では将来的な採用人数について確定していないものである。したが

って、本調査では「人数は未確定」の将来的な採用人数を最低数である「1人」として計算

した。 

 

 下表より、社会健康医学専攻（博士後期課程）の修了者に対する採用意向人数は「積極

的に採用したい」のみで合計した場合、7 人分となる。入学定員は 2 人であるため、3.5 倍

の採用意向を確保できている。 

また、「積極的に採用したい」、「採用を検討したい」を合計した場合、採用意向人数は19

人分となり、入学定員 2 人に対して、9.5 倍となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の調査結果と、今回の調査対象以外の進路も考えられること、また、社会健康医学

専攻（博士後期課程）は主に社会人を対象とした大学院大学であり、入学生のほとんどが

在職のまま入学し、修了後は所属団体等へ戻ることを想定していることから、社会健康医

学専攻（博士後期課程）の修了者の進路は十分に確保できるものと考える。 

 

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
　回答数(件) 　回答数(件)

人数(人) 人数(人)

1人(A) 3         (a) (A)×(a) 3    1人(A) 4         (a) (A)×(a) 4    

2人(B) -          (b) (B)×(b) -     2人(B) -          (b) (B)×(b) -     

3人以上(C) -          (c) (C)×(c) -     3人以上(C) -          (c) (C)×(c) -     

人数は未確定(D) 4         (d) (D)×(d) 4    人数は未確定(D) 15        (d) (D)×(d) 15   

無回答 -          無回答 -          

合計採用意向 7人 合計採用意向 19人

「積極的に採用し

たい」のみ
合計

「積極的に採用し
たい」「採用を検
討したい」の合計

合計
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４．補足 
 

アンケート調査時に示した「静岡社会健康医学大学院大学 社会健康医学研究科 社会健康医

学専攻（博士後期課程）（仮称）の概要（リーフレット）」について、内容の一部に不備があっ

た。 

 

 

 

誤りがあった点について 

①慶応大学大学院健康マネジメント研究科の「その他」の金額について、カンマの位置が不適

切であった。 

②帝京大学大学院公衆衛生学研究科の入学金（学外出身者）と、聖路加国際大学大学院公衆衛

生学研究科の入学金が入違っていた。 

 

個別の記載に誤記載はあったが、合計である初年度学費の記載は正しかった。 
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調査票 
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【回答欄】 

 

採用意向用 
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計画概要 
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静岡社会健康医学大学院大学 

 社会健康医学研究科 社会健康医学専攻 博士後期課程（ 仮称）  

■ 開設時期 令和５ 年（ 2023年） ４ 月 

■ 修業年限 ３ 年 

■ 入学定員 ２ 人 

■ 取得学位 博士（ 社会健康医学）  

※英訳名称 Doctor of Philosophy in Public Health（ Ph.D）  

■ 養成する人材像 

公衆衛生学のコ ア５ 領域はも と より 、最新の生命科学や情報解析学など関連領域の学識を基

本に、社会が必要と するエビデンスの導出と その社会実装を通じ て広く 人々の健康に貢献で

きる能力を身につけた研究者を育成し ます。  

 

設置構想中 
研

究

科

の

概

要 

※ 本 紙 の 内 容 は 構 想 中 の も の で あ り 、 変 更 と な る 場 合 が あ り ま す 。  

 

研

究

科

の

教

育

内

容

と

特

色 

基礎科目 
社会健康医学の最先端で研究を牽引し ている様々な研究者を招き 、研究の内容や成果、

社会実装に対する取り 組みなどについて実践的に学ぶ。  

 

特別演習科目 

社会健康医学の課題解決に向けて科学的に適切な研究計画を作成し 、 計画に沿っ て具

体的に研究を進め、成果を取り まと めて発表するための能力を涵養するこ と を目的に、

論文抄録、 研究成果の中間発表と 討議、 特別講演などで組成する。  

 

特別研究科目 
社会健康医学における具体的な課題を自ら 設定し 、 当該領域の学術的発展に寄与する

と と も に実践的な課題解決に向けた方策の提案にも 貢献する研究を 行う 。  

（ ※本学修士課程を修了せず、 かつ他大学院において相当科目を学修し ていない者には、 修士課程の一部の科目履修を 推奨）  

 

● 公衆衛生コ ア５ 領域を基盤に、 ゲノ ム医学や医療ビッ グデータ 解析などの新たな学術領域を 加えた、 幅広い学識の修得 

● 静岡県民220万人８ 年分の健診、 医療・ 介護レ セプト データ や静岡県内２ 万人規模の地域住民コ ホート など

県・ 市町と 連携し た多様な研究フ ィ ールド を展開 

● 豊富な研究実績を 持つ教員による少人数制のサポート  

● 社会人学生の通学にも 配慮し た土曜日の授業科目 

 

修
了
後
の
進
路 

● アカ デミ アで社会健康医学を考究すると と も に、 後進の育成に携わる教育研究者 

● 国や地方自治体において行政施策の立案に必要なエビデンスの導出や施策の社会実装に資する研究者 

● 医療機関において臨床医療に携わり つつも その環境を 活かし て最先端の社会健康医学に取り 組む医師等に代表さ

れる臨床研究者 

● 企業において臨床・ 予防医療に資する薬剤、 製品、 サービスの開発と 社会実装に資する研究者 

【

カ

リ

キ

ュ

ラ

ム

の

内

容

】 

【

教

育

の

特

色

】 
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大学名・ 研究科名 入学金 授業料 その他 初年度学費 

静岡社会健康医学大学院大学 

社会健康医学研究科 

県内居住者 

県外居住者 

141,000 

366,600 

535,800 ― 県内居住者 

県外居住者 

676,800 

902,400 

神奈川県立保健福祉大学大学院 

ヘルスイ ノ ベーショ ン研究科 

県内居住者 

県外居住者 

282,000 

564,000 

535,800 ― 県内居住者 

県外居住者 

817,800 

1,099,800 

東京大学大学院 

医学系研究科 
 282,000 520,800 ―  802,800 

慶應義塾大学大学院 

健康マネジメ ント 研究科 
 ― 660,000 706,00  730,600 

帝京大学大学院 

公衆衛生学研究科 

学内出身者 

学外出身者 

204,000 

400,000 
795,600 208,340 

学内出身者 

学外出身者 

1,207,940 

1,309,940 

聖路加国際大学大学院 

公衆衛生学研究科 
 306,000 1,200,000 300,000  1,900,000 

※本学の博士後期課程の学費は予定です。  

※本学の博士前期（ 修士） 課程修了見込みの方で、 博士後期課程に進学する方については入学金不要です。  

※他大学院の学費は各大学のホームページ掲載情報に基づき ます。（ 令和 3 年 4 月時点）  

※その他、 諸会費が必要な場合があり ます。  

 
 

受

験

資

格 

主に、 次のいずれかに該当する方が対象です。  

● 修士の学位や専門職学位を 有する者、 又は入学前年度末までに取得見込みの者 

● 大学等を 卒業し 、 大学、 研究所等において2年以上研究に従事し た者で、 大学院において修士の学位を 有

する者と 同等の学力がある と 認めた者 

● 本学において、 個別の入学資格審査により 修士の学位を 有する者と 同等以上の学力があると 認めた者で、

入学の年度当初において24歳に達し た者（ 例： ６ 年制大学の卒業者等）  

初

年

度

学

費

（

他

の

大

学

院

を

含

む

） 
 

ア

ク

セ

ス 

【 お問い合わせ先】  

 〒420-0881 静岡県静岡市葵区北安東４ 丁目27番２ 号 

静岡社会健康医学大学院大学 教務課 

TEL： 054-295-5401 E-mail： kyomu@ s-sph.ac.jp HP： https://s-sph.ac.jp  

 

本学ホームページ 

（ 単位： 円）  

公共交通機関を ご利用の場合 

JR静岡駅より バスで約25分 

① 上足洗線「 北安東四丁目」（ 徒歩１ 分）  

② 唐瀬線「 県立総合病院入口」（ 徒歩約７ 分）  

 ③ 県立病院高松線「 県立総合病院」（ 徒歩約５ 分）  

④ 大浜麻機線「 北安東三丁目」（ 徒歩約５ 分）  

 

車をご利用の場合 

国道１ 号静清バイ パス「 唐瀬IC」 から 約３ 分 

新東名高速道路「 新静岡IC」 から 約15分 

東名高速道道路「 清水 IC」 から 約 20 分、「 静岡 IC」 から 約 25 分 

※学生は、 大学敷地内に駐車可能です。（ 無料）  
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団体等の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 病院・医療機関 17             58.6         

2 大学 2               6.9            

3 企業 9               31.0         

4 その他 1               3.4            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 29             100          
病院・医療機関

58.6%

大学
6.9%

企業

31.0%

その他
3.4% 無回答

0.0%

団体等の種別

N = 29

団体等の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 静岡県東部地域 4               13.8         

2 静岡県中部地域 7               24.1         

3 静岡県西部地域 10             34.5         

4 東京都 5               17.2         

5 神奈川県 0               0.0            

6 岐阜県 0               0.0            

7 愛知県 0               0.0            

8 三重県 0               0.0            

9 その他 3               10.3         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 29             100          

静岡県

東部地域
13.8%

静岡県

中部地域
24.1%静岡県西部地域

34.5%

東京都

17.2%

神奈川県
0.0%

岐阜県
0.0%

愛知県

0.0%

三重県
0.0% その他

10.3% 無回答
0.0%

団体等の所在地

N = 29
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今年度(令和３年４月入社)の大学院(博士後期課程)修了者の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1～2名採用した 10               34.5            

2 3名以上採用した 6                  20.7            

3 今年度は採用していないが、過去には採用した実績がある 13               44.8            

4 今年度は採用しておらず、過去にも採用した実績はない 0                  0.0              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 29               100             

1～2名採用した
34.5%

3名以上採用した

20.7%

今年度は採用していないが、

過去には採用した実績がある

44.8%

今年度は採用しておらず、

過去にも採用した実績はない
0.0%

無回答
0.0%

今年度(令和３年４月入社)の大学院(博士後期課程)修了者の

採用人数

N = 29
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大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第1位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 博士の学位を保有している人材が適材と思われる仕事があるから 10               34.5            

2 先端的な知識・技術を身につけていることが期待できそうだから 11               37.9            

3 企画・指導能力が期待できそうだから 0                  0.0              

4 新たな分野の人材として期待できそうだから 0                  0.0              

5 研究能力が期待できそうだから 3                  10.3            

6 その他 5                  17.2            

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 29               100             

博士の学位を保有している人材が

適材と思われる仕事があるから
34.5%

先端的な知識・技術を

身につけていることが

期待できそうだから
37.9%

企画・指導能力が

期待できそうだから
0.0%

新たな分野の人材として

期待できそうだから

0.0%

研究能力が

期待できそうだから
10.3%

その他
17.2%

無回答
0.0%

大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第1位)
N = 29
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大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第2位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 博士の学位を保有している人材が適材と思われる仕事があるから 2                  6.9              

2 先端的な知識・技術を身につけていることが期待できそうだから 9                  31.0            

3 企画・指導能力が期待できそうだから 4                  13.8            

4 新たな分野の人材として期待できそうだから 2                  6.9              

5 研究能力が期待できそうだから 9                  31.0            

6 その他 0                  0.0              

無回答 3                  10.3            

N （％ﾍﾞｰｽ） 29               100             

博士の学位を保有している人材が

適材と思われる仕事があるから
6.9%

先端的な知識・技術を

身につけていることが

期待できそうだから
31.0%

企画・指導能力が

期待できそうだから

13.8%

新たな分野の人材として

期待できそうだから
6.9%

研究能力が期待できそうだから
31.0%

その他
0.0%

無回答
10.3%

大学院 (博士後期課程)修了者の採用理由(第2位)
N = 29
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大学院 (博士後期課程)修了者の今後の採用方針
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 積極的に採用したい 11             37.9         

2 採用を検討したい 15             51.7         

3 採用は考えない 1               3.4            

無回答 2               6.9            

N （％ﾍﾞｰｽ） 29             100          

積極的に

採用したい

37.9%

採用を

検討したい
51.7%

採用は考えない

3.4%

無回答

6.9%

大学院 (博士後期課程)修了者の

今後の採用方針
N = 29

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに関心がある 9               34.6         

2 関心がある 12             46.2         

3 関心はない 5               19.2         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 26             100          

大いに関心がある

34.6%

関心がある

46.2%

関心はない

19.2%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻

(博士後期課程)への関心
N = 26
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社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心の理由
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 貴団体等に必要な研究分野だから 3                  14.3            

2 高度な専門的知識・能力を持つ人材が必要だから 13               61.9            

3 社会・地域において不足している分野であり、求められる分野だから 4                  19.0            

4 その他 1                  4.8              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 21               100             

貴団体等に必要な

研究分野だから

14.3%

高度な専門的知識・能力を

持つ人材が必要だから
61.9%

社会・地域において

不足している分野であり、

求められる分野だから
19.0%

その他
4.8%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への関心の理由

N = 21

社会健康医学専攻 (博士後期課程)修了者の社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 とても必要だと思う 8               38.1         

2 ある程度必要だと思う 12             57.1         

3 あまり必要だと思わない 1               4.8            

4 まったく必要だと思わない 0               0.0            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 21             100          
とても

必要だと思う

38.1%

ある程度

必要だと思う
57.1%

あまり必要だと

思わない

4.8%

まったく必要だと

思わない

0.0% 無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
修了者の社会的必要性

N = 21
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社会健康医学専攻 (博士後期課程)修了者の採用意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 積極的に採用したい 7               35.0         

2 採用を検討したい 12             60.0         

3 採用は考えない 1               5.0            

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 20             100          
積極的に

採用したい

35.0%
採用を検討したい

60.0%

採用は考えない

5.0%

無回答
0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
修了者の採用意向

N = 20

１人

21.1%

２人

0.0%

３人以上

0.0%人数は未確定

78.9%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)
修了者の採用人数

N = 19
社会健康医学専攻 (博士後期課程)修了者の採用人数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 １人 4               21.1         

2 ２人 0               0.0            

3 ３人以上 0               0.0            

4 人数は未確定 15             78.9         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 19             100          

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への
従業員・職員の入学奨励

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 認める 7               35.0         

2 条件が合えば認める 11             55.0         

3 認めない 0               0.0            

4 その他 2               10.0         

無回答 0               0.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 20             100          

認める

35.0%

条件が合えば認める
55.0%

認めない
0.0%

その他

10.0%

無回答

0.0%

社会健康医学専攻 (博士後期課程)への

従業員・職員の入学奨励
N = 20
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従業員・職員の学位取得等支援制度
№ カテゴリ 件数 (全体)%

有給休暇を与え、かつ学費等を雇用主が負担し、業務として派遣する
制度がある
有給休暇は与えないが、従業員・職員が望めば、休職等で籍を残したまま
派遣する制度がある

3 働きながら就学する場合、学費の全額または一部を雇用主が負担する制度がある 7                  35.0            

学費の補助はないが、働きながら学びやすいように職務上の調整を行う
制度がある

5 制度はないが、個別判断で従業員・職員の学位取得等を支援している 6                  30.0            

6 その他 1                  5.0              

無回答 0                  0.0              

N （％ﾍﾞｰｽ） 20               100             

2

4

1                  

3                  

2                  

5.0              

15.0            

10.0            

1

有給休暇を与え、

かつ学費等を雇用主が負担し、

業務として派遣する制度がある
5.0%

有給休暇は与えないが、

従業員・職員が望めば、

休職等で籍を残したまま

派遣する制度がある
15.0%

働きながら就学する場合、

学費の全額または一部を

雇用主が負担する制度がある
35.0%

学費の補助はないが、

働きながら学びやすいように

職務上の調整を行う制度がある
10.0%

制度はないが、

個別判断で従業員・職員の

学位取得等を支援している
30.0%

その他
5.0%

無回答

0.0%

従業員・職員の学位取得等支援制度

N = 20
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